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鎌
倉
税
務
署

か
ら
の
お
知
ら
せ

問
合
せ　

鎌
倉
税
務
署　

個
人
課
税
第
一
部
門

�
〇
四
六
七－

二
二－

五
五
九
一
㈹

◆
確
定
申
告
書
は
、
自
分
で
書
い
て
提
出

は
お
早
め
に

　

税
務
署
窓
口
で
、
所
得
税
・
贈
与
税
・

消
費
税
に
つ
い
て
の
相
談
と
申
告
書
の
受

け
付
け
を
し
ま
す
。
土
日
祝
日
は
開
署
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
二
月
二
一
日
（
日
）
と

二
八
日
（
日
）
の
み
確
定
申
告
書
作
成
の

ア
ド
バ
イ
ス
や
申
告
書
の
受
け
付
け
を
し

ま
す
。

　

税
務
署
の
駐
車
場
は
四
月
中
旬
ま
で
利

用
で
き
ま
せ
ん
。
臨
時
駐
車
場
も
な
い
の

で
、
車
で
の
来
署
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
各
申
告
書
は
郵
送
、
税
務
署
の

時
間
外
収
受
箱
へ
の
投
函
に
よ
り
提
出
で

き
ま
す
。

●
受
付
期
間

①
所
得
税

　

二
月
十
六
日（
火
）〜
三
月
十
五
日（
月
）

②
消
費
税
（
個
人
事
業
者
）

　

一
月
四
日
（
月
）
〜
三
月
三
一
日
（
水
）

③
贈
与
税

　

二
月
一
日
（
月
）
〜
三
月
十
五
日
（
月
）

●
確
定
申
告
書
臨
時
提
出
所
の
設
置

　

鎌
倉
税
務
署
に
提
出
す
る
確
定
申
告
書

の
み
受
け
付
け
ま
す
。（
申
告
相
談
は
し

ま
せ
ん
。）

場
所　

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
大
船
店
一
階

　

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
横

期
間　

二
月
十
六
日（
火
）〜
三
月
十
五
日

（
月
）※
土
・
日
・
棚
卸
休
館
日
は
除
く
。

時
間　

十
時
〜
十
六
時

◆
税
理
士
会
が
行
う
年
金
受
給
者
の
た
め

の
申
告
指
導
相
談
会

　

年
金
受
給
者
の
所
得
税
の
申
告
が
対
象

で
す
。

対
象
外　

事
業
・
不
動
産
・
譲
渡
（
土

地
・
建
物
・
株
式
等
）
の
あ
る
人
は
税

務
署
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

二
月
十
日（
水
）

　

九
時
三
〇
分
〜
十
六
時
三
〇
分

（
十
二
時
〜
十
三
時
は
除
く
。
受
付
は

十
五
時
三
十
分
ま
で
。
相
談
者
多
数
の

場
合
は
早
め
に
受
付
を
終
了
し
ま
す
。）

場
所　

福
祉
文
化
会
館

◆
税
理
士
会
が
行
う
小
規
模
納
税
者
等
の

た
め
の
無
料
申
告
相
談
会

　

小
規
模
納
税
者
の
所
得
税
及
び
消
費

税
、
年
金
受
給
者
及
び
給
与
所
得
者
の
所

得
税
の
申
告
が
対
象
で
す
。

対
象
外　

譲
渡
所
得
が
あ
る
、
相
談
内
容

が
複
雑
、
所
得
金
額
が
高
額
の
場
合
は

税
務
署
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

二
月
三
日（
水
）・
四
日（
木
）

　

九
時
三
〇
分
〜
十
六
時
（
十
二
時
〜
十

三
時
は
除
く
。
受
付
は
十
五
時
ま
で
。

相
談
者
多
数
の
場
合
は
早
め
に
受
付
を

終
了
し
ま
す
。）

場
所　

福
祉
文
化
会
館

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

①
ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

平
成
二
一
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

を
本
人
の
電
子
署
名
と
電
子
証
明
書
を
添

付
し
、
ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
と
、
所

得
税
額
か
ら
最
高
五
千
円
の
控
除
を
受
け

ら
れ
ま
す
（
平
成
十
九
年
分
、
平
成
二
十

年
分
の
確
定
申
告
で
本
控
除
の
適
用
を
受

け
た
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）。

　

ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
で
所
得
税
の
確
定
申
告
を

す
る
場
合
、
医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴

収
票
等
は
、
記
載
内
容
を
入
力
し
て
送
信

し
、
提
出
や
提
示
を
省
略
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
（
確
定
申
告
期
限
か
ら
三
年
間
、

添
付
書
類
の
保
存
義
務
が
あ
り
、
提
出
や

提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

利
用
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

　

http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

②
申
告
書
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
作
成

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成
し
た
申
告
書

な
ら
郵
送
で
税
務
署
に
提
出
で
き
ま
す
。

国
税
の
各
種
情
報
も
分
か
り
ま
す
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.nta.go.jp

◆
納
税
に
は
安
心
・
便
利
な
口
座
振
替
を

　

口
座
振
替
な
ら
税
務
署
や
金
融
機
関
に

出
向
か
な
く
て
も
自
動
的
に
納
税
で
き
ま

す
。
利
用
に
は
、
依
頼
書
の
提
出
が
必
要

で
す
が
、
一
度
提
出
す
れ
ば
継
続
さ
れ
ま

す
。

　

口
座
振
替
を
利
用
し
な
い
場
合
は
、
ご

自
分
で
納
付
書
に
金
額
を
記
入
し
、
納
期

限
ま
で
に
お
近
く
の
金
融
機
関
で
忘
れ
ず

に
納
税
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
税
務
署
か
ら
改
め
て
納
税
用
紙
は
送
付

し
ま
せ
ん
。

振
替
日

　

①
所
得
税
（
第
三
期
分
）

　
　

四
月
二
十
二
日
（
木
）

　

②
消
費
税
（
個
人
事
業
者
）

　
　

四
月
二
十
七
日（
火
） 
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◆
所
得
税
の
確
定
申
告
を
町
役
場
で
も
受
付

　

所
得
の
種
類
が
給
与
か
年
金
の
み
で
、

医
療
費
控
除
な
ど
の
諸
控
除
を
受
け
る
場

合
は
、
町
役
場
で
も
所
得
税
の
申
告
相
談

を
し
て
い
ま
す
。

期
間　

二
月
十
六
日
（
火
）
〜
三
月
十
五

日
（
月
）（
閉
庁
日
は
除
く
）

時
間　

九
時
〜
十
六
時
（
十
二
時
〜
十
三

時
は
除
く
）

場
所　

役
場
四
階
大
会
議
室

対
象
外　

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
、
配

当
所
得
、
報
酬
に
係
る
雑
所
得
（
原
稿

料
や
講
演
料
等
）、
一
時
所
得
（
生
命
保

険
契
約
等
に
基
づ
く
一
時
金
等
）、
譲

渡
所
得
（
土
地
、
建
物
、
株
式
、
ゴ
ル

フ
会
員
権
等
）、
災
害
や
盗
難
等
に
伴

う
雑
損
控
除
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
等

　

※
鎌
倉
税
務
署
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い

◆
仮
収
受

　

で
き
あ
が
っ
て
い
る
所
得
税
申
告
書
・

消
費
税
申
告
書
は
、
所
得
や
控
除
の
種
類

に
関
係
な
く
、町
役
場
税
務
課
窓
口
で
三

月
十
五
日（
月
）ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
住
民
税
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除

　

平
成
一
一
年
か
ら
平
成
一
八
年
に
所
得

税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
対
象
と
な
る
家

屋
な
ど
に
入
居
し
た
人
で
、
所
得
税
で
控

除
し
き
れ
な
い
場
合
は
、
翌
年
度
の
住
民

税
（
町
・
県
民
税
）
で
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

の
適
用
を
受
け
る
た
め
、
専
用
の
申
告
書

を
提
出
し
て
い
ま
し
た
。
税
制
改
正
に
よ

り
、
今
年
か
ら
申
告
書
の
提
出
が
不
要
に

な
り
ま
す
。
住
民
税
に
お
け
る
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
の
判
定
と
控
除
額
の
計
算
は
、
町

が
確
定
申
告
書
や
給
与
支
払
報
告
書
の
内

容
を
も
と
に
行
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
二

一
年
か
ら
平
成
二
五
年
に
対
象
と
な
る
家

屋
な
ど
に
入
居
し
た
人
に
も
、
住
民
税
の

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
対
象
者
が
拡
大

さ
れ
、
所
得
税
で
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
控

除
し
き
れ
な
い
場
合
は
、
翌
年
度
の
住
民

税
か
ら
控
除
し
ま
す
。

税
務
課

か
ら
の
お
知
ら
せ

問
合
せ　

税
務
課

�
内
線
二
五
一
〜
二
五
三

お
知
ら
せ

　

高
齢
者
に
介
護
が
必
要
と
な
る
背

景
に
は
、
骨
折
・
転
倒
・
関
節
疾
患

を
原
因
と
す
る
生
活
機
能
の
低
下
が

あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
生
活
機
能
の
維
持
や
向
上

に
効
果
的
な
介
護
予
防
事
業
を
し
て

い
ま
す
。

●
介
護
予
防
事
業
の
流
れ

①
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
な
い
七
五
〜
八
四
歳
（
平
成
二

二
年
四
月
一
日
現
在
）
の
人
を
対

象
に
、国
が
指
定
す
る
基
準
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
二
月
中
旬
に

送
付
し
ま
す
。

　
　

ご
自
身
の
身
体
の
状
態
を
把
握

す
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
記
入
の
う
え
、
福
祉
課
介

護
高
齢
係
に
返
送
し
て
く
だ
さ

い
。

②
国
の
基
準
に
基
づ
い
て
判
定
し
た

結
果
、
介
護
予
防
が
必
要
と
思
わ

れ
る
人
に
、
医
療
機
関
で
介
護
予

防
健
診
を
受
診
す
る
た
め
の
受
診

券
を
四
月
ご
ろ
送
付
し
ま
す
。

（
費
用
無
料
）

③
受
診
の
結
果
に
応
じ
て
、
筋
力
向

上
や
栄
養
状
態
の
改
善
な
ど
を
目

指
す
「
介
護
予
防
教
室
」
に
お
さ

そ
い
し
ま
す
。
詳
細
は
、
個
別
に

送
付
す
る
通
知
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

＊
調
査
等
の
結
果
、
介
護
予
防
の
必

要
性
が
な
い
人
に
は
、
特
に
ご
連

絡
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

＊
調
査
対
象
で
は
な
い
六
五
歳
以
上

の
人
で
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

を
希
望
す
る
人
は
、
福
祉
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

福
祉
課
�
内
線
二
三
二
〜

二
三
四

介
護
予
防
事
業
に
関
す
る
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
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晴れて222人が大人の仲間入り
～和やかで、盛り上がった成人式～

トーク広場
第57回

町
長 語 ると

　
「
成
人
の
日
」
の
先
月
一
一
日
、
平
成
二

二
年
の
葉
山
町
成
人
式
が
催
さ
れ
、
温
か

い
祝
福
と
激
励
の
中
、
二
二
二
人
の
新
成

人
が
晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し

た
。　

企
画
・
演
出
・
運
営
ま
で
を
担
当
し
、

成
人
式
の
盛
り
上
げ
に
活
躍
し
た
の
が
、

男
女
八
人
の
実
行
委
員
の
皆
さ
ん
で
す
。

式
の
終
了
後
、
自
ら
手
が
け
た
成
人
式
の

感
想
や
二
〇
歳
を
迎
え
た
今
の
心
境
、
将

来
の
夢
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

�
町
長　

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

和
や
か
で
、ぬ
く
も
り
の
あ
る
、と
て
も
素

晴
ら
し
い
成
人
式
で
し
た
。
準
備
に
奔
走

さ
れ
た
皆
さ
ん
の
感
想
は
い
か
が
で
す
か
。

伊
東　

本
番
が
う
ま
く
い
く
か
心
配
で
し
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�
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た
が
、
予
想
以
上
に
よ
く
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

笹
本　

自
己
採
点
を
す
れ
ば
、
五
〇
〇

点
。
そ
れ
く
ら
い
素
晴
ら
し
い
成
人
式

だ
っ
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
（
笑
）。

山
本　

式
典
の
後
、
祝
賀
会
場
へ
の
移
動

が
も
た
つ
き
ま
し
た
。
誘
導
に
問
題
が

あ
っ
た
の
で
は
、と
反
省
し
て
い
ま
す
。

町
長　

皆
さ
ん
も
二
〇
歳
を
迎
え
、
大
人

の
仲
間
入
り
を
し
た
わ
け
で
す
が
、
今
の

気
持
ち
は
い
か
が
で
す
か
。

伊
東　

正
直
、
大
人
に
な
っ
た
実
感
は
余

り
あ
り
ま
せ
ん
。「
早
く
大
人
に
な
り
た

い
」
と
思
う
一
方
で
、「
ま
だ
一
〇
代
で
い

た
い
」
と
い
う
気
持
ち
も
強
く
、
ふ
た
つ

の
心
が
せ
め
ぎ
合
っ
て
い
る
感
じ
で
す
。

水
野　

私
は
二
〇
歳
に
な
っ
て
す
ぐ
総
選

挙
が
あ
り
、投
票
に
行
き
ま
し
た
。そ
の
時

に
、大
人
に
な
っ
た
ん
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

市
川　

今
ま
で
は
親
に
守
ら
れ
る
立
場
で

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
違
い
ま
す
。「
誓

い
の
言
葉
」
の
中
で
も
述
べ
ま
し
た
が
、

大
人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
感
を
持
ち
、

し
っ
か
り
勉
強
し
て
、
社
会
に
貢
献
で
き

る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
長　

二
〇
歳
に
な
っ
て
、
い
ま
一
番
し

た
い
こ
と
は
何
で
す
か
。

小
菅　

私
は
選
挙
に
参
加
し
た
い
。
夏
に

は
参
議
院
選
挙
が
あ
り
ま
す
し
、
政
治
の

こ
と
を
し
っ
か
り
勉
強
し
た
う
え
で
、
投

票
に
行
き
、
大
人
と
し
て
の
権
利
と
義
務

を
果
た
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
長　

そ
れ
は
大
切
な
こ
と
で
す
ね
。
皆

さ
ん
の
一
票
に
よ
っ
て
、
政
治
が
動
く
わ

け
で
す
か
ら
、成
人
に
な
っ
た
証
で
も
あ
る

投
票
権
を
ム
ダ
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
は
二
〇
歳
か
ら
が
「
成

人
」
で
す
が
、
こ
れ
を
一
八
歳
に
引
き
下

げ
る
べ
き
だ
と
の
意
見
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
ど
う
思
い
ま
す
か
。

山
上　

い
ざ
自
分
が
二
〇
歳
に
な
っ
て
み

る
と
、
二
〇
歳
は
ま
だ
ま
だ
子
ど
も
で

す
。
成
人
が
一
八
歳
か
ら
、
と
い
う
の
は

早
過
ぎ
る
気
が
し
ま
す
。

森　

私
も
同
感
で
す
。
成
人
は
も
っ
と
遅

く
、二
二
歳
く
ら
い
で
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

町
長　

そ
う
か
、
皆
さ
ん
は
余
り
早
く
大

人
に
な
り
た
く
な
い
ん
で
す
ね
。
よ
く
分

か
り
ま
し
た（
笑
）。さ
て
、二
〇
歳
を
迎
え

た
皆
さ
ん
の
人
生
は
前
途
洋
々
で
す
。
最

後
に
、将
来
の
夢
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

山
上　

僕
は
四
月
か
ら
就
職
し
、
自
動
車

整
備
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
め
ざ
し
ま
す
。

笹
本　

保
育
士
に
な
る
か
、
大
好
き
な
ダ

ン
ス
に
賭
け
る
か
。
今
は
そ
の
両
方
で
揺

れ
て
い
ま
す
。

山
本　

大
学
で
農
業
の
勉
強
を
し
て
い
ま

す
。
食
糧
生
産
は
大
切
な
仕
事
で
す
し
、

将
来
は
農
業
を
支
え
る
仕
事
に
就
き
た
い

で
す
。

水
野　

私
も
農
学
部
で
す
が
、
専
門
は
遺

伝
子
で
す
。
で
き
れ
ば
大
学
院
に
進
み
、

研
究
の
世
界
で
仕
事
を
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

伊
東　

今
、
大
学
二
年
生
で
す
。進
路
は

ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。卒
業
ま
で
に

い
ろ
い
ろ
勉
強
し
て
、
自
分
の
し
た
い
こ

と
を
見
つ
け
る
つ
も
り
で
す
。

森　

私
も
大
学
二
年
生
で
す
。
今
は
「
学

生
時
代
は
多
く
の
経
験
を
積
め
」
と
言
っ

て
く
れ
る
親
の
言
葉
に
甘
え
よ
う
か
な
と

（
笑
）。ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
に
参
加
し
て
世
界

を
め
ぐ
り
、
見
聞
を
広
め
た
い
と
い
う
夢

も
あ
り
ま
す
。

小
菅　

私
の
夢
は
カ
メ
ラ
マ
ン
に
な
る
こ

と
。そ
し
て
、世
界
中
の
人
々
の
素
敵
な
笑

顔
を
撮
り
ま
く
り
た
い
。

市
川　

僕
は
医
学
部
で
学
ん
で
い
ま
す
。

ま
だ
一
年
生
で
す
が
、
将
来
は
外
科
医
に

な
っ
て
、
多
く
の
命
を
救
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

町
長　

皆
さ
ん
、
自
分
の
夢
を
し
っ
か
り

持
っ
て
い
て
、
頼
も
し
い
限
り
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
夢
に
向
か
っ
て
、
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。
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お
知
ら
せ

医療と介護の各制度�
からそれぞれ給付�

なお残る自己負担を�
　　　　合算して給付�
なお残る自己負担を�
　　　　合算して給付�

～高額介護合算療養費制度のお知らせ～�
“医療”と“介護”の負担が高額となった世帯へ�

２　ご自身が該当すると思われる場合には…�
　後期高齢者医療制度にご加入で給付対象の人には準備が整い次第、「申請のご案内」をお送りする予定ですが
以下の人については負担額を確認できないため、ご案内をお送りできません。　以下の人で、医療保険と介護保
険の負担の合計が非常に高額になっていて、該当すると思われる場合には、下記の申請先までお問い合わせくだ
さい。�

計算期間（平成２０年４月１日～平成２１年７月３１日）に、�
　（１）保険の変更があった人�
　　　　・市町村を越えて転居した人　　　　・７５歳の誕生日を迎えられた人�
　（２）住所地特例の認定を受けている人　など�

４　申請に必要なものは…�

３　申請先は…平成２１年７月３１日に加入していた医療保険の窓口となります。�

１　高額介護合算療養費とは…医療と介護の費用負担が軽減される、新たな制度です。�

（１）医療の保険証　（２）介護の保険証　（３）印鑑［朱肉使用の印］　（４）通帳など口座番号のわかるもの�
（５）自己負担額証明書（保険に変更のあった人は変更前の保険から入手してください。）�

医療と介護の各制度�
からそれぞれ給付�
　１か月（同じ月内）の自己負担額（※１）
が高額になったとき、自己負担限度額を超え
た分については、申請により、�

　☆医療費は「高額療養費」�
　☆介護（予防）サービス費は「高額介護（予�
　　防）サービス費」として、払い戻されます。�

　後期高齢者医療制度の世帯において、医療と介護の
両方に自己負担があり、平成２０年４月１日～平成２１
年７月３１日に支払った「医療保険」と「介護保険」の
自己負担額を合計し、基準額（※２）を超えた分につ
いては、申請により、�

従来の制度�（今後も継続）�

新たな制度�

「高額介護合算療養費」�として、さらに払い戻されます。�

（※２）基準額（介護合算算定基準額）�
（※１）「自己負担額」に含まれないもの�
①医療［高額療養費対象外のもの］�
　・保険外の診療�
　・入院時の食費、居住費�
　・差額ベッド代など�
②介護［高額介護（予防）サービス費対象外のもの］�
　・保険外の介護（予防）サービス�
　・入所時等の食費、居住費（滞在費）�
　・特定福祉用具購入費（特定介護予防福祉用具購入費）�
　・住宅改修費（介護予防住宅改修費）など�
【高額療養費・高額介護（予防）サービス費として、既に
払い戻しを受けた分は自己負担額から差し引かれます。】�

〈高額介護合算療養費のイメージ図〉�

「医療保険」の�
自己負担額�

後期高齢者医療世帯�

高額介護合算療養費�

「介護保険」の�
自己負担額�

「医療保険」と「介護保険」の�
自己負担額（合計）�

介護合算算定基準額
（平成２０年４月１日
～平成２１年７月３１日）

所　　得　　区　　分

８９万円現　役　並　み　所　得　者

７５万円一　　　　　　　　　　　般

４１万円
注）世帯全員が市町
村民税非課税

低所得者Ⅱ（区分Ⅱ）

２５万円低所得者Ⅰ（区分Ⅰ）

申請・問合せ　健康増進課　�内線２１４、福祉課　�内線２３３


